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■2021衆院選　マニフェスト（政権公約）のできばえチェック表 ※点数は、「2021衆院選の点数　←　2019参院選の点数　←　2017衆院選の点数」※点数は、「2021衆院選の点数　←　2019参院選の点数　←　2017衆院選の点数」
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ありたい国の姿（理念・ビ

ジョン・将来像）が示され

ているか

点

数 6.5 6 7 7 7 7 6 6 6 5 5 6 4 2 6 5 5 - 3.5 3 4 4 - - - -

ありたい国の姿の根拠・着

眼点が示されているか

国家としての課題が捉えら

れているか

ビジョン・方針・政策が体

系化されているか

点

数 6.5 6 6 6.5 5 5 7 7 6 5.5 6 5 4.5 3 4 6.5 6 - 4 4 5 5.5 - - - -

相互に矛盾する内容が無定

見に盛り込まれていないか

独自の政策が示されている

か

政策の目標・期限・実現方

法（工程）・財源などが明

示されているか

点

数 4.5 5 6 5 5 4 5.5 5 5 5.5 5 5 4 2 3 5 5 - 4 4 3 3.5 - - - -

達成度・成果の事後検証は

可能か

コ

メ

ン

ト

目標・政策の実現可能性に

ついて、合理的な説明がさ

れているか

点

数 2.5 2 3 2.5 2 2 2.5 2 2 3 4 4 3 1 3 2.5 2 - 3 5 3 2.5 - - - -

実行体制・実行プロセスは

示されているか

コ

メ

ン

ト

読み手に取ってわかりやす

い工夫はされているか

点

数 4 5 5 6.5 7 3 6 6 6 3.5 4 2 4.5 1 4 5.5 5 - 4 4 3 5 - - - -

マニフェストの配布・周知

の工夫はされているか

策定過程において国民の提

案を組み込むプロセスを有

しているか

50
点

数
24 24 27 27.5 26 21 27 26 25 22.5 24 22 20 9 20 24.5 - - 18.5 20 18 20.5 - - - - -

100
点

数 48 48 54 55 52 42 54 52 50 45 48 44 40 18 40 49 - - 37 40 36 41 - - - - -

採点： 10点・・・・・・条件を満たしている　▽条件を満たす割合に応じて配点

（例）条件の8割程度満たしている：8点 ※これまで「③政策の具体性・実現可能性」は20点としていたが、③と④の２つ分け、それぞれ10点とした。※これまで「③政策の具体性・実現可能性」は20点としていたが、③と④の２つ分け、それぞれ10点とした。

 0点・・・・・・条件を満たしていない　　　条件の3割程度満たしている：3点　等 ※2016年参院選の「おおさか維新の会」と今回、前回の「日本維新の会」は同一とみなして2016年の点数を記載した。※2016年参院選の「おおさか維新の会」と今回、前回の「日本維新の会」は同一とみなして2016年の点数を記載した。

NHKと裁判してる党弁護士法72条違反で

①理念・ビジョン 10 コ

メ

ン

ト

「新しい資本主義」というコンセプトを打

ち出し、「成長」と「分配」により中間層

を再構築するという新たな方向性を示して

いる。ただし、政権与党として、これまで

の取組をどのように総括し、新たな方向性

にどのように転換していくのか、が明確で

ない。

「変えよう。」をスローガンに、7つの政

権政策の柱を打ち出している。「分配なく

して成長なし」のほか、自然エネルギー立

国や人権政策の強化など、具体的な政策転

換の方向性を示している。

「動け、日本。」を掲げ、５本柱の政策を

示しているが、一貫した理念・ビジョンや

新たな方向性が浮かび上がってくるもので

はない。

「日本再生や新たな挑戦。」を掲げ、６つ

の重点政策を示しているが、現行の政策を

並べた印象で、一貫した理念・ビジョンや

新たな方向性が浮かび上がってくるものに

は感じられない。

「なにより、いのち。ぶれずに、つらぬ

く」を掲げ、コロナ対策と四つのチェンジ

を示す。ボトムアップに転換しようとする

姿勢は明確。

「身を切る改革、実行中」を掲げ、コロナ

対策と「維新八策」を示している。「改

革」の必要性を強く主張しているが、その

先に実現したい理念やビジョンは明確でな

い。ただし、「停滞か、維新か。」で10項

目にわたって対比させ、維新の考え方・立

ち位置を示している。

自由民主党 立憲民主党 国民民主党公明党 日本共産党 日本維新の会

②政策の体系性・

　一貫性・独自性
10 コ

メ

ン

ト

８つの柱で、経済と外交を中心に体系的に

整理されている。「経済安全保障」を柱の

一つに建てるなど、独自の方向性も出され

ている。政権与党の強みであるが、「政策

BANK」で詳細な取組も全方位的に網羅さ

れている。

マニフェストそのものは、「変える」こと

にフォーカスした7項目で構成し、それ自

体は体系的なものではないが、「政策集

2021」を発表しており、その中で28項目

について重点政策と個別政策の詳細な内容

を165ページにわたって体系的にまとめて

いる。

５本柱については、それぞれ体系的に政策

が位置付けられている。「日本型ベーシッ

クインカム」や「教育国債」など、独自性

の強い政策案も提案している。

「衆院選政策集」において、10項目に分け

て詳細に個別政策の内容を整理している。

政権与党でもあり、政策の体系性は高い。

経済政策、環境政策、ジェンダー政策、外

交・平和政策のそれぞれにおいて、現状分

析と考え方、それに対する政策を体系的に

整理している。

「維新八策」は停滞を打破する具体策が８

つ取り上げられているもので、必ずしも体

系性があるものではない。八策それぞれ２

～３項目の政策が書かれているが、体系性

よりは改革の必要性・効果の点から抽出・

位置づけされている。

③政策の具体性 10

取組についてはある程度具体的に書かれて

いるが、数値目標や期限に関する記載がほ

とんどなく、事後検証可能性の点で大きく

後退している。

7つの政権政策についてそれぞれの取組内

容が具体的に書かれているほか、「政策集

2021」で網羅的に個別政策の内容を記載

している。ただし、エネルギー政策の転換

についていくつかの目標・期限の設定があ

るほかは、数値目標や期限に関する記載は

ほとんどない。

５本柱については、それぞれ具体的な取組

内容が書かれており、「政策各論」のペー

ジでさらに詳細な説明も付けられている。

ただし、数値目標や期限に関する記載はほ

とんどない。

６つの重点政策については、それぞれの取

組内容が具体的に書かれており、制度・事

業がイメージできる記載も多くわかりやす

い。ただし、数値目標や期限に関する記載

はほとんどない。

特に環境政策（気候危機を打開する2030

戦略）やジェンダー政策（ジェンダー平等

の日本へいまこそ政治の転換を）に対し

て、体系的で具体的な提言内容をまとめて

いる。

「維新八策」それぞれについて、具体的な

政策内容が書かれているが、数値目標や期

限に関する記載はほとんどない。

提言実行のために必要な財源を19兆円と試

算し、国債の増発や大企業・富裕層への税

負担の見直し等でまかなうという具体的な

対策を明示している。

積極的な財政出動・金融緩和や大胆な減税

を提案しているが、一方で「プライマリー

バランスの現実的な黒字化の目標期限の再

設定」や「減税期間終了後の税制改革の実

施」等の財政健全化策を提示している。

⑤市民起点度 10 コ

メ

ン

ト

マニフェストは比較的読みやすくまとまっ

ているが、ホームページにはPDFが掲載さ

れているのみで、それ以上の解説や動画等

の提供はなく、SNSの活用度も低い。文章

の羅列になっている「政策BANK」にも一

工夫が欲しい。

ホームページが充実している。特設チャン

ネルを開設し、重要政策について解説する

ほか、YouTubeやSNSも積極的に活用して

いる。動画による100のメッセージは、政

策に込めた思いも伝えるコンテンツになっ

ている。ジェンダー視点のページなどもお

もしろい。

マニフェストは、重点政策を絞り、視覚的

にも見やすくわかりやすいものになってい

る。ただし、ホームページ等で特段の工夫

等は見られない。

動画やLINE等を含めて、ホームページを積

極的に活用している。「こども・子育てマ

ニフェスト」は定着化しており、わかりや

すく伝えようとする姿勢は評価できる。

④政策の実現可能

性
10

機動的な財政出動を謳っており、財政的な

裏付けやプライマリーバランス等財政規律

についての記載がない。バラマキの印象が

強く、将来の財政に大きな不安を残す。

時限的な減税と給付金の支給など、コロナ

対策における30兆円の補正予算の実施を掲

げているが、その財源や財政規律について

の記載がない。「政策集2021」にも「財

政」の項目は建てられていない。

５本柱の第一は「積極財政に転換」であ

り、現金給付や減収補償、減税など50兆円

の緊急経済対策を含む10年間で150兆円の

積極財政を提案している。しかし、財源や

財政規律についての記載はない。

看板政策の「子ども１人一律10万円の未来

応援給付」をはじめとして、財政出動を伴

う項目が多いが、財源や財政規律について

の記載はない。

党が衆院選の公約として公表しているのは

「ＮＨＫが委託法人に行わせている弁護士

法72条違反となる訪問行為について徹底的

に追及する」のワンイシューのみであり、

目標や期限等に関する記載もないことか

ら、マニフェスト評価の対象としない。

マニフェストは文字ばかりで読み込んで理

解するのに苦労する。視覚的にわかりやす

い概要版があった方がよいだろう。ホーム

ページも基本的には文字情報の提供にとど

まっており、情報の表現や提供方法には工

夫・改善が求められる。

ホームページでは、「停滞か、維新か。」

の視点による10項目にわたる対比を、視覚

的な効果を使ってわかりやすく示してい

る。SNSでシェアできるバナーを示し、

SNSで拡散されやすいような工夫もしてい

る。

計

マニフェストはパワーポイントを紙資料に

したような構成で、１枚１枚はわかりやす

いが、全体像がわかりにくい印象がある。

ホームページは、ボランティア交流プラッ

トフォームなどの仕掛けもあるが、ゴチャ

ゴチャとしていてやや見にくい。

超大型の財政出動による財源確保を前提と

して、大幅な減税・給付等によるコロナ対

策と景気対策を位置付けており、ひときわ

異彩を放っている。政策は一定程度体系的

に整理されているが、その実現可能性はそ

れだけの財源を確保できるのか、財政的に

コントロールできるのか、にかかってい

る。財源や財政政策についての説明もされ

ているが、十分な精査や学術的根拠の提示

が行われたものとはいえず、不安が残る。

総合

コメント

ビジョンや理念は、新たな方向性も打ち出

され、これまでのマニフェストに比べても

明確にわかりやすく整理されている。一方

で、財源の裏付けや財政規律に関する記載

がなく、数値目標や期限の記載もほとんど

見られない。達成状況の事後検証ができな

いスローガン型の公約に後退している。こ

れまでの成果を検証して次の取組に生かし

いていくPDCAサイクルに対する意識や取

組も薄く、市民起点で選挙を軸に政治を改

善していこうとするマニフェストのできば

えという観点からは厳しい評価をせざるを

得ない。

「変えよう。」という理念は明確であり、

変えるポイントの絞込みと具体的な取組の

整理は一定程度されているといえる。「政

策集2021」はかなり充実しており、政策

の体系性・具体性も担保されている。一方

で、30兆円の補正予算など大きな財政出動

が伴う内容であるにも関わらず、財源の裏

付けや財政規律に関する記載がない。数値

目標や期限の記載もほとんど見られず、バ

ラマキ型・スローガン型の公約と言われて

も仕方がない。100のメッセージなど、動

画やホームページを使って有権者に届けよ

うとする熱意は感じられた。

５本柱に絞り、「積極財政への転換」を軸

に、「日本型ベーシックインカム制度の創

設」や「教育国債の発行」など、独自の政

策も具体的に提案している。ただし、50兆

円の緊急経済対策を含む10年間で150兆円

の積極財政など、超大型の財政出動を前提

としていながら、財源の裏付けについては

具体的に記載されていない。経済回復によ

り回収するというシナリオのようである

が、実現可能性の点で疑問は拭えない。

政権与党として、現行政策をベースに、

「未来応援給付」などの給付や補助金など

を打ち出し、それを補完する方向性が示さ

れたマニフェストと見える。個別政策には

具体的な取組がイメージできるものも掲げ

られ、わかりやすい。一方で、理念・ビ

ジョンや新たな方向性は読み取りにくいも

のとなっている。大きな財政出動が必要に

なると見込まれるが、財源の裏付けや財政

規律に関する記載がなく、数値目標や期限

の記載もほとんど見られない。動画やLINE

等を積極的に活用していることや、「こど

も・子育てマニフェスト」が定着化してい

ることは評価できる。

現政権との対立軸を明確に打ち出し、特に

環境政策とジェンダー政策について、独自

の政策・対案を練り込んできており、それ

らを中心にマニフェストを構成している。

政策性は高まっているが、ボトムアップへ

の転換のための給付や補助が膨らんでい

る。財源確保策について明記している点は

評価できるが、実現が相当困難や悪影響が

予想されるものが含まれており、実現可能

性には疑問が残る。マニフェスト自体が文

字ばかりでわかりにくいという課題が従来

から続いており、ホームページ等の活用を

含めて、情報の表現や提供方法に工夫・改

善が求められる。

「改革」にフォーカスして、「停滞か、維

新か。」を徹底的に対比して、立ち位置を

明確にしようとしている。一方で、全体を

貫く理念・ビジョンはわかりにくい。積極

的な財政出動や大胆な減税を提案している

が、「プライマリーバランスの現実的な黒

字化の目標期限の再設定」に言及している

点は評価できる。ホームページの視覚的な

効果やSNSでの拡散への誘導などは新たな

おもしろい試みである。

ホームページ上にマニフェストのPDFが貼

り付けられておらず、急場しのぎで重点政

策から抜粋して形だけ整えたように見え

る。選挙に向けての準備が十分にできてい

ないのではないか。

ホームページのページ上に記載されている

だけで、公示前日でマニフェストのPDFや

印刷物の準備が間に合っていない状況。

れいわ新選組

「れいわニューディール」を掲げ、コロナ

緊急対策と景気爆上げ大作戦の２本柱で構

成している。政府による徹底的な財政出動

で、何があっても心配のない国を目指すと

いうビジョンが示されている。

政府による徹底的な財政出動を前提とし

て、3か月の集中取り組みによるコロナ緊

急対策と減税・給付・徴収の免除と環境に

配慮した経済成長をセットにした景気対策

が体系的に示されている。

コロナ緊急対策については、３か月の期間

を設定して、総額145兆円規模の具体的な

政策が提示されている。景気対策について

は、生活・インフラ・エネルギーの３分野

について、それぞれ附属文書により詳細が

補足されているが、メモ書きのような文書

であり、必ずしも精査されていない印象が

ある。

財源についての考察が独立したページで示され

ており、財政政策としても具体的な政策が提言

されている点は評価できる。ただし、コロナ緊

急対策に145兆円、景気対策は総額が提示され

ていないがそれ以上とも想定される超大型の財

政出動が前提とされており、物価安定目標の設

定による財政運営等でまかなえるのか、または

その財政的影響をコントロールできるのか、は

確認が持てる内容にはなっていない。

社会民主党

「生存のために政権交代を‼」を掲げ、５

本柱を掲げている。「すべての人の命と尊

厳が守られる社会」を目指すと謳ってお

り、やや抽象的ながら理念・ビジョンは示

されている。

５本柱についてそれぞれ政策が位置付けら

れているが、党の重点政策から抜粋して構

成した印象であり、それぞれの柱でカバー

する領域がやや狭い。

党の重点政策で補足できるが、個々の政策

についてはあまり詳しくは述べられていな

い。数値目標や期限に関する記載はほとん

どない。

大企業や富裕層に応分の負担を求める税制

改革の断行を提案している。ただし、マニ

フェストの実効に必要な財源総額の推計や

税制改革による効果額の推計等が行われて

いないため、実現可能性は判断できない。


